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今回は見老津駅でも停まります
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⑤

  まちのわだい

① ② ④③

　今年もコロナの影響で、観客数を調整しての開

催でしたが、子どもたちは元気いっぱい各種目に

取り組みました。

小中合同運動会  9/18

周参見保育所運動会 10/8

【種目名】①③徒競走②④ダンス⑤デカパンリレー

⑥宅配便⑦空飛ぶ大玉⑧よさこい

【種目名】①②③３色リレー④魔法のじゅうたん

⑤みんなであきらめんとがんばるぞ！⑥⑦つなげよう！⑧⑨ダンス

①

⑥ ⑦

④ ④

⑥ ⑦⑦ ⑦⑤

　９月２１日、２２日にクエの稚魚の放流が行わ

れました。株式会社オーナーばりの企業版ふるさ

と納税を活用し、和歌山南漁協すさみ支所の職員

や役員さんの協力のもと全長約１０センチ、５，

０００匹のクエを放流しました。

クラダシチャレンジ

　社会貢献型インターンシップ「クラダシチャレ

ンジ」で５名の学生が９月１２日～１８日に漁師

さんの船に乗せてもらい漁業体験などを行い、道

の駅でスルメイカなどを販売しました。活動報告

会では未利用魚のミールキットの提案などがあり

ました。

 ９月からさまざまな大学の学生がすさみ町に訪

れ、交流や体験を通じて町を感じ、町について考

えてくれました。活動の様子を紹介します。ご協

力いただいた方々ありがとうございました。

クエの稚魚を放流しました

大学生×すさみ町

稲刈り体験道路に関する実証実験

　９月２７日に周参見中学校の２年生がイコラ裏の田んぼで

稲刈りを行いました。５月に自分たちで植えたお米を鎌で刈

り取り、束ねて干す作業を体験しました。

　９月２１日に「人流、物流、情報のシームレス

な利活用を実現するための路側マネジメント実

験」がイコラで行われました。

　ドローンと小型自動宅配ロボでの物流実験や、

小型モビリティの試乗、デジタルサイネージ（電

子掲示板）の展示などがありました。

⑧

② ③

⑧ ⑨

⑤

武蔵野美術大学

　９月～１０月に地域の集まりやボランティア、

サロンなどに参加し、ワークショップや映画会を

開催したり、マップ作製やフェス、工房や大学設

立などさまざまな提案をしてくれました。

ワークショップの様子
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募　
　
　
　

集

　

令
和
５
年
度
の
会
計
年
度
任
用
職
員

を
募
集
し
ま
す
。

　

な
お
、
詳
細
は
総
務
課
、
江
住
支
所
、

佐
本
出
張
所
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
配

布
し
て
い
る
「
令
和
５
年
度 

す
さ
み

町
会
計
年
度
任
用
職
員 

募
集
案
内
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

会
計
年
度
任
用
職
員
に
は
給
料
（
報

酬
）
や
交
通
費
（
費
用
弁
償
）
の
ほ
か
、

勤
務
日
数
や
勤
務
時
間
な
ど
一
定
の
条

件
を
満
た
し
た
職
員
に
期
末
手
当
（
ボ

ー
ナ
ス
）
な
ど
を
支
給
し
ま
す
。

◆
共
通
事
項

・
年
齢
不
問

・
任
用
期
間
は
令
和
５
年
４
月
１
日
～

　

令
和
６
年
３
月
31
日
。　

会
計
年
度
任
用
職
員
を
募
集

No.

職
種

人
数

担
当
課

①

事
務
補
助
員

総
務

資
格

パ
ソ
コ
ン
操
作
の
で
き
る
方

場
所

役
場
本
庁
、
江
住
支
所
、

佐
本
出
張
所
、
水
道
課
等

No.

職
種

人
数

担
当
課

②
自
動
車
運
転
手

１

総
務

応
募

資
格

中
型
自
動
車
免
許
（
８
ｔ
限
定
な

し
）
ま
た
は
大
型
自
動
車
免
許
保
有

者
で
パ
ソ
コ
ン
操
作
の
で
き
る
方

場
所

役
場
本
庁

③
庁
舎
等
清
掃
員

１

総
務

資
格

資
格
・
免
許
は
不
要

場
所

役
場
本
庁
・
総
合
セ
ン
タ
ー
・

す
さ
み
町
避
難
ビ
ル

④
集
落
支
援
員

４

総
務

資
格

パ
ソ
コ
ン
操
作
の
で
き
る
方

場
所

役
場
本
庁
、
道
の
駅
、
イ
コ
ラ
、

フ
ロ
ン
ト
１
１
０
等

⑤
住
民
交
流

　

セ
ン
タ
ー
長

１
住
民
生
活

資
格

パ
ソ
コ
ン
操
作
の
で
き
る
方

場
所

住
民
福
祉
会
館

⑥
住
民
交
流
セ
ン

タ
ー
管
理
人

１
住
民
生
活

資
格

資
格
・
免
許
は
不
要

場
所

住
民
福
祉
会
館

⑦
佐
本
診
療
所

　
　
　

事
務
員

１
環
境
保
健

資
格

普
通
自
動
車
免
許
保
有
者
で
パ

ソ
コ
ン
操
作
の
で
き
る
方

場
所

佐
本
診
療
所

No.

職
種

人
数

担
当
課

⑧
介
護
認
定

　
　
　

調
査
員

１
環
境
保
健

応
募

資
格

普
通
自
動
車
免
許
保
有
者
で
、
看

護
師
、
准
看
護
師
、
保
健
師
、
社

会
福
祉
士
、
介
護
支
援
専
門
員
、

介
護
福
祉
士
の
い
ず
れ
か
の
資
格

を
有
す
る
方
、
ま
た
は
認
定
調
査

員
研
修
を
受
講
済
み
の
方

場
所

役
場
本
庁

⑨
ご
み
焼
却
場

　
　
　

作
業
員

２
環
境
保
健

資
格

普
通
自
動
車
免
許
（
Ｍ
Ｔ
）
保
有
者

場
所

す
さ
み
町
ご
み
焼
却
場

⑩
地
籍
調
査
員

１

建
設

資
格

普
通
自
動
車
免
許
保
有
者
で

パ
ソ
コ
ン
操
作
の
で
き
る
方

場
所

役
場
本
庁

⑪
現
場
事
務
所

管
理
人

２

建
設

資
格

普
通
自
動
車
免
許
保
有
者

場
所

里
野
造
成
地
現
場
事
務
所

⑫
学
校
司
書

１
教
育
総
務

応
募

資
格

司
書
資
格
と
普
通
自
動
車
免
許

保
有
者
で
パ
ソ
コ
ン
操
作
の
で

き
る
方

場
所

町
内
の
小
・
中
学
校
、
公
民
館

No.

職
種

人
数

担
当
課

⑬
学
校
用
務
員

２
教
育
総
務

資
格

資
格
・
免
許
は
不
要

場
所

周
参
見
小
学
校
、
中
学
校

⑭
特
別
支
援

　

教
育
支
援
員

５
教
育
総
務

資
格

資
格
・
免
許
は
不
要

場
所

周
参
見
小
学
校
、
中
学
校

⑮
学
校
給
食

　

調
理
師
（
員
）
３
教
育
総
務

資
格

普
通
自
動
車
免
許
保
有
者

場
所

す
さ
み
町
給
食
セ
ン
タ
ー

⑯
放
課
後
児
童
支

援
員
（
補
助
員
）
３
社
会
教
育

資
格

保
育
士
資
格
ま
た
は
幼
稚
園
教

諭
免
許
保
有
者

（
補
助
員
は
資
格
・
免
許
不
要
）

場
所

す
さ
み
町
避
難
ビ
ル

⑰
ふ
る
さ
と
支
援
員

兼
青
少
年
指
導
員

１
社
会
教
育

資
格

資
格
・
免
許
は
不
要

場
所

歴
史
民
俗
資
料
館
・
周
参
見
公
民
館

⑱
周
参
見

　
　

公
民
館
長

１
社
会
教
育

資
格

パ
ソ
コ
ン
操
作
の
で
き
る
方

場
所

周
参
見
公
民
館

No.

職
種

人
数

担
当
課

⑲
公
民
館
主
事

２
社
会
教
育

資
格

資
格
・
免
許
は
不
要

場
所

江
住
公
民
館
、
公
民
館
佐
本
分
館

⑳
保
育
所
保
育
士

５
教
育
総
務

資
格

保
育
士
資
格
ま
た
は
幼
稚
園
教

諭
免
許
保
有
者
（
取
得
見
込
み

を
含
む
。）

場
所

周
参
見
保
育
所

㉑
保
育
所
栄
養
士

１
教
育
総
務

資
格

栄
養
士
ま
た
は
管
理
栄
養
士
資

格
保
有
者

場
所

周
参
見
保
育
所

㉒
保
育
所
給
食

　

調
理
師
（
員
）
２
教
育
総
務

資
格

普
通
自
動
車
免
許
保
有
者

場
所

周
参
見
保
育
所

㉓
医
療
事
務
員

１
す
さ
み
病
院

資
格

資
格
・
免
許
は
不
要

場
所

す
さ
み
病
院

㉔
病
院
外
来
等

　

窓
口
補
助
員

２
す
さ
み
病
院

資
格

資
格
・
免
許
は
不
要

場
所

す
さ
み
病
院

No.

職
種

人
数

担
当
課

㉕
薬
剤
師
補
助
員

１

す
さ
み
病
院

資
格

資
格
・
免
許
は
不
要

場
所

す
さ
み
病
院

㉖
薬
局
補
助
員

１

す
さ
み
病
院

資
格

資
格
・
免
許
は
不
要

場
所

す
さ
み
病
院

㉗
看
護
師

す
さ
み
病
院

資
格

看
護
師
免
許
保
有
者

場
所

す
さ
み
病
院
、
佐
本
診
療
所

㉘
准
看
護
師

す
さ
み
病
院

資
格

准
看
護
師
免
許
保
有
者

場
所

す
さ
み
病
院

㉙
看
護
補
助
員

す
さ
み
病
院

資
格

資
格
・
免
許
は
不
要

場
所

す
さ
み
病
院

㉚
理
学
療
法
士

１

す
さ
み
病
院

資
格

理
学
療
法
士
免
許
保
有
者

場
所

す
さ
み
病
院

◆
募
集
案
内
と
受
験
申
込
書
の
配
布

　

11
月
７
日
（
月
）
か
ら
総
務
課
、

　

江
住
支
所
、
佐
本
出
張
所
、

　

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
配
布

◆
申
込
方
法

　

総
務
課
、
江
住
支
所
、
佐
本
出
張
所

へ
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
代
理
人
に
よ

る
提
出
も
可
能
で
す
。

◆
受
付
期
間

　

11
月
７
日
（
月
）
～
12
月
16
日
（
金
）

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

　

※
平
日
の
み

◆
留
意
事
項

・
申
込
書
に
不
備
が
あ
る
と
受
け
付
け

 12
程度

 ３
程度

 ３
程度

 １
程度

No.

職
種

人
数

担
当
課

31

病
院
給
食

調
理
師
（
員
）

４
す
さ
み
病
院

資
格

資
格
・
免
許
は
不
要

場
所

す
さ
み
病
院

32

病
院
用
務
員

１
す
さ
み
病
院

資
格

資
格
・
免
許
は
不
要

場
所

す
さ
み
病
院

33

病
院
当
直
員

１
す
さ
み
病
院

資
格

資
格
・
免
許
は
不
要

場
所

す
さ
み
病
院

◆
募
集
す
る
職
種
・
勤
務
条
件
等

　

で
き
ま
せ
ん
。

・
受
け
付
け
後
の
申
込
書
は
返
却
で
き

　

ま
せ
ん
。

・
受
験
申
込
が
で
き
る
職
種
は
１
人
１

　

職
種
で
す
。
複
数
の
職
種
へ
の
同
時

　

申
込
は
で
き
ま
せ
ん
。

◆
試
験
実
施
日
時

　

令
和
５
年
１
月
中
予
定

　

※
詳
細
は
申
込
者
に
通
知
し
ま
す

◆
試
験
方
法

　

書
類
選
考
、
面
接
試
験
、
筆
記
試
験

　

※
筆
記
試
験
は
①
事
務
補
助
員
の
み

　

受
験
申
込
や
試
験
に
つ
い
て
は
総
務

課
人
事
係
、
業
務
内
容
・
勤
務
条
件
等

は
各
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

総
務
課　

人
事
係

 　

☎
５
５
‐
４
８
０
２

 

住
民
生
活
課

　

 

☎
５
５
‐
４
８
０
４

 

環
境
保
健
課

 　

☎
５
５
‐
４
８
０
３

 

建
設
課

 　

☎
５
５
‐
４
８
０
６

 

教
育
総
務
課

 　

☎
５
５
‐
２
１
４
６

 

社
会
教
育
課

 　

☎
５
５
‐
３
０
３
７

 

す
さ
み
病
院

 　

☎
５
５
‐
２
０
６
５



6２０２２‐　１１　susami２０２２‐　１１　susami7

◆
申
請
方
法

・
学
生
ま
た
は
学
生
の
保
護
者
が
申
請

　

し
て
く
だ
さ
い
。

・
申
請
書
は
役
場
、
江
住
支
所
、
佐
本

　

出
張
所
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
入
手

　

で
き
ま
す
。

・
申
し
込
み
は
対
象
学
生
１
名
に
つ
き

　

１
回
限
り
で
す
。

・
申
請
書
等
を
役
場
へ
持
参
も
し
く
は

　

郵
送
、 

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
子
メ
ー
ル
で
提

　

出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
添
付
書
類

　

在
学
証
明
書
の
写
し

◆
申
請
期
限

　

11
月
11
日
（
金
）

◆
支
給
期
間

　

12
月
１
日
（
木
）
～
23
日
（
金
）

　

詳
し
く
は
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

 

地
域
未
来
課

　

 

☎
５
５
‐
４
８
０
１

　
今
年
も
町
出
身
で
町
外
に
住
む
学
生

に
、
ふ
る
さ
と
特
産
品
を
詰
め
合
わ
せ

た
応
援
物
資
の
支
給
を
行
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
、

通
常
の
学
生
生
活
を
送
れ
な
い
学
生
を

応
援
す
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

◆
対
象
者

　

次
の
要
件
を
と
も
に
満
た
す
学
生

①
す
さ
み
町
出
身
で
町
外
に
居
住
し
、

　

町
外
の
学
校
に
在
学
し
て
い
る
15
歳

　

以
上
の
学
生

※
高
等
学
校
、専
門
学
校
、短
期
大
学
、

　

大
学
、
大
学
院
、
予
備
校
等

②
保
護
者
も
し
く
は
学
生
が
す
さ
み
町

　

に
住
民
登
録
し
て
い
る
。

◆
送
付
内
容

　

町
内
・
国
内
産
の
お
米
や
町
内
で
生

産
・
加
工
さ
れ
た
特
産
品
等
を
学
生
の

町
外
の
住
所
に
直
接
送
付
し
ま
す
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
帰

　

省
中
で
あ
っ
た
り
、
居
住
先
で
食
糧

　

の
保
存
が
で
き
な
い
等
の
事
情
の
あ

　

る
方
は
送
付
先
、
送
付
物
等
の
相
談

　

に
応
じ
ま
す
。

ふ
る
さ
と
す
さ
み
学
生
応
援
便

保
育
所
入
所
の
ご
案
内

東
京
学
生
寮
の

　
　
　
　
　
　

新
規
入
寮
希
望
者
募
集

　

令
和
５
年
４
月
か
ら
保
育
所
へ
の
入

所
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
期
間
内
に
入

所
申
込
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
受
付
期
間

　

11
月
７
日
（
月
）
～
22
日
（
火
）

◆
受
付
場
所

　

教
育
総
務
課
・
周
参
見
保
育
所

◆
入
所
申
込
書
の
配
布

　

11
月
１
日
（
火
）
か
ら
保
育
所
、

　

住
民
生
活
課
、
江
住
支
所
、
佐
本
出

　

張
所
で
配
布

＊
申
込
書
は
、
児
童
１
人
ご
と
に
提
出

　

し
て
く
だ
さ
い
。
継
続
し
て
入
所
を

　

希
望
の
方
も
提
出
が
必
要
で
す
。

◆
入
所
基
準

　

保
護
者
が
就
労
し
て
い
る
な
ど
の
事

　

由
で
、
常
時
家
庭
で
の
保
育
が
で
き

　

な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
限
る

◆
入
所
対
象
児
童
の
年
齢

　

生
後
10
カ
月
～
就
学
前
ま
で

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

教
育
総
務
課

　

 

☎
５
５
‐
２
１
４
６

 

周
参
見
保
育
所

　

 

☎
５
５
‐
２
０
７
９

　

和
歌
山
県
奨
学
会
東
京
学
生
寮
の
入

寮
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

【
一
次
募
集
】

◆
受
付
期
限　

11
月
30
日
（
水
）

◆
面
接
日　
　

12
月
11
日
（
日
）

【
二
次
募
集
】

◆
受
付
期
間　

令
和
５
年
１
月
１
日
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
月
28
日

◆
面
接
日　

令
和
５
年
３
月
12
日（
日
）

◆
面
接
場
所

　
県
勤
労
福
祉
会
館
プ
ラ
ザ
ホ
ー
プ

　

※
Ｗ
Ｅ
Ｂ
面
接
は
要
相
談
。

　
　

東
京
学
生
寮
で
は
随
時
面
接
可

◆
対
象

　

東
京
近
辺
の
４
年
制
大
学
に
入
学
予

　

定
ま
た
は
在
学
中
の
男
子
で
保
護
者

　

が
県
内
在
住
の
方

◆
申
請
方
法

　

郵
送
で
所
定
の
申
込
書
（
ホ
ー
ム

　

ペ
ー
ジ
で
配
布
）
を
左
記
ま
で
送
付

 

和
歌
山
県
奨
学
会
東
京
学
生
寮

　

 

〒
１
８
２-

０
０
１
６

 　

東
京
都
調
布
市
佐
須
町
３-

16-

２

   

☎
０
４
２
‐
４
８
２
‐
２
３
９
０

　

県
知
事
選
挙
は
皆
さ
ん
の
意
思
を
県

政
に
反
映
さ
せ
る
大
切
な
選
挙
で
す
。

　

候
補
者
の
政
見
や
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
を

よ
く
見
極
め
て
、
大
切
な
一
票
を
棄
権

す
る
こ
と
な
く
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

　

和
歌
山
県
知
事
選
挙
の
投
票
日
は
、

11
月
27
日
で
す
。

　

有
権
者
の
皆
さ
ん
に
は
、
あ
ら
か
じ

め
入
場
券
を
郵
送
し
ま
す
。

　

入
場
券
を
な
く
し
た
、
ま
た
は
届
か

な
い
場
合
で
も
投
票
で
き
ま
す
。

　

投
票
日
に
仕
事
な
ど
で
投
票
所
へ
行

け
な
い
方
は
、
告
示
日
の
翌
日
か
ら
投

票
日
の
前
日
ま
で
に
期
日
前
投
票
が
で

き
ま
す
。
積
極
的
な
利
用
を
お
願
い
し

ま
す
。

※
入
場
券
を
持
参
く
だ
さ
い
。

※
入
場
券
の
裏
面
を
期
日
前
投
票
宣
誓

　

書
と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

※
事
前
に
記
入
し
て
持
参
い
た
だ
く
と

　

受
付
が
早
く
で
き
ま
す
。

 

選
挙
管
理
委
員
会

　

 

☎
５
５
‐
４
８
０
９

投
票
日
に
用
事
の
あ
る
方
は

　

期
日
前
投
票
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

投
票
所
に
は
入
場
券
を

　
　
　
　
　
　
　

お
持
ち
く
だ
さ
い

◆
期
日
前
投
票
期
間

　

11
月
11
日
（
金
）
～

　
　
　
　
　

26
日
（
土
）

◆
時
間

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
８
時

◆
投
票
場
所

　

す
さ
み
町
避
難
ビ
ル

　
（
周
参
見
小
学
校
横
）

◆
投
票
日

　

11
月
27
日
（
日
）

◆
投
票
時
間

　

午
前
７
時
～
午
後
６
時

和 

歌
山
県
知
事
選
挙

◆
職
種
・
採
用
予
定
人
員

　

総
合
セ
ン
タ
ー
管
理
人　
　
　

１
名

◆
業
務
内
容

　

施
設
・
設
備
の
管
理
運
営
、
図
書
の

　

貸
出
・
返
却
、
館
内
清
掃
な
ど

◆
勤
務
日
・
時
間

　

週
６
日　

火
曜
～
日
曜
日

　
（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

　

火
曜
～
金
曜
日　

午
後
５
時
～
10
時

　

土
曜
日　

午
前
９
時
～
午
後
10
時

　

日
曜
日　

午
後
１
時
～
５
時

◆
給
料

　

月
額　

１
１
５
，
０
０
０
円

◆
採
用
予
定
時
期

　

令
和
５
年
４
月
１
日

◆
受
験
資
格

　

年
齢
不
問

◆
受
験
申
込
の
受
付

　

11
月
21
日(

月)

ま
で

◆
試
験
内
容

　

書
類
選
考
と
面
接
試
験

　

募
集
案
内
は
、
社
会
教
育
課
、
総
務

課
、
江
住
支
所
、
佐
本
出
張
所
、
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
募
集
案
内
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

 

社
会
教
育
課

　

 

☎
５
５
‐
３
０
３
７

総
合
セ
ン
タ
ー
管
理
人
委
託
募
集

　

す
さ
み
町
総
合
セ
ン
タ
ー
管
理
人
を

次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

紀
州
材
で
建
て
る
住
宅
支
援

　

乾
燥
紀
州
材
を
利
用
し
木
材
住
宅
を

建
築
・
改
築
し
た
方
に
補
助
金
を
交
付

し
ま
す
。
こ
の
事
業
は
林
業
の
活
性
化

な
ど
を
目
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
交
付
条
件

①
町
内
に
自
ら
住
む
た
め
の
木
造
住
宅

　

を
建
築
・
改
築
す
る

②
補
助
金
の
交
付
を
申
請
す
る
年
度
内

　

に
、
補
助
対
象
部
分
の
工
事
が
完
成

◆
対
象
経
費

　

構
造
材
（
構
造
材
と
併
せ
内
装
材
を

　

使
用
す
る
場
合
を
含
む
）
と
し
て
、

　

乾
燥
紀
州
材
を
使
用
す
る
た
め
に
要

　

す
る
経
費

◆
額
の
算
定
方
法

＊
建
築
（
上
限
３
０
０
，
０
０
０
円
）

　

用
量
立
方
ｍ
当
た
り
２
０
，
０
０
０

　

円
以
内
を
乗
じ
た
額

＊
改
築
（
定
額
５
０
，
０
０
０
円
）

　

使
用
面
積
が
20
㎡
以
上
、
工
事
費
が

　

50
万
円
以
上
で
契
約
書
を
交
わ
し
た

　

工
事

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

産
業
振
興
課

　

 

☎
５
５
‐
４
８
０
５
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11
月
25
日
は
「
女
性
に
対
す
る
暴
力

撤
廃
国
際
日
」、
11
月
12
日
～
25
日
は

「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運

動
」
期
間
で
す
。

　

相
手
の
望
ま
な
い
性
的
な
行
為
は
、

性
暴
力
で
す
。
性
暴
力
は
性
別
や
年
齢

に
か
か
わ
ら
ず
起
こ
り
ま
す
。
身
近
な

人
や
交
際
相
手
、
配
偶
者
か
ら
被
害
を

受
け
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

性
暴
力
の
悩
み
は
ひ
と
り
で
抱
え
込

ま
な
い
で
、
た
め
ら
わ
ず
に
お
電
話
く

だ
さ
い
。

 

性
犯
罪
・
性
暴
力
被
害
者
の
た
め
の

　

 

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
支
援
セ
ン
タ
ー

 　

♯
８
０
０
８ 

夫
婦
や
恋
人
間
で
の
暴
力
に

　
　
　
　
　
　
　

お
悩
み
の
方
へ

犯
罪
被
害
で
お
悩
み
の
方
へ

　

11
月
25
日
～
12
月
１
日
の
１
週
間
は

犯
罪
被
害
者
週
間
で
す
。

　

犯
罪
被
害
に
あ
わ
れ
た
方
や
ご
家
族

ま
た
は
ご
遺
族
は
、
直
接
の
被
害
に
加

え
、
そ
の
後
も
精
神
的
、
社
会
的
、
経

済
的
に
深
刻
な
被
害
を
受
け
る
こ
と
が

多
く
、
再
び
平
穏
な
生
活
を
取
り
戻
す

た
め
に
は
、
周
囲
の
理
解
と
協
力
が
重

要
で
す
。

　

ひ
と
り
で
お
悩
み
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
犯
罪
に
よ
る
被
害
の
ご
相
談
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

被
害
相
談
窓
口

〇
和
歌
山
県
警
察
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　

https://www.police.pref.

　
　

wakayama.lg.jp/

〇
総
合
相
談
電
話
（
県
警
本
部
）

　
　

＃
９
１
１
０

　
　

☎
０
７
３
‐
４
３
２
‐
０
１
１
０

〇
性
犯
罪
被
害
相
談
電
話（
県
警
本
部
）

　
　

＃
８
１
０
３

　
　

☎
０
１
２
０
‐
８
１
０
‐
３
６
７

　
　

☎
０
７
３
‐
４
３
２
‐
１
１
５
０

〇
公
益
社
団
法
人

　

紀
の
国
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
０
７
３
‐
４
２
７
‐
１
０
０
０

　
　

月
曜
～
金
曜
日

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

　
　

土
曜
日

　
　
　

午
後
１
時
～
午
後
４
時

　
　

※
日
・
祝
日
、
年
末
年
始
は
休
み

【
12
月
】

・
道
路
照
明
の
多
機
能
化
実
証
実
験

 

地
域
未
来
課

　

 

☎
５
５
‐
４
８
０
１

【
12
月
】

・
観
光
×
防
災

　
　
　
　
　

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
体
験
会

・
ド
ロ
ー
ン
物
流
実
証
実
験

・
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
た

　
　
　
　
　

道
路
異
常
検
知
実
証
実
験

 

地
域
未
来
課

　

 

☎
５
５
‐
４
８
０
１

す
さ
み
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
構
想

道
路
を
活
用
し
た
社
会
実
験

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
実
行
計
画
の
改
定

小
型
カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ

　
　
　
　
　
　
　
　

実
証
実
験
終
了

今
後
の
実
証
実
験
予
定

今
後
の
実
証
実
験
予
定

　

す
さ
み
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
推
進
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
（
会
長 

す
さ
み
町
長
）

で
は
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
実
行
計
画
を
策

定
し
、
関
連
す
る
実
証
実
験
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
こ
の
た
び
計
画
に
つ
い
て

改
定
を
行
い
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
い

た
し
ま
す
。
詳
し
く
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ

　
　
　
　
　

実
行
計
画

　

10
月
中
に
佐
本
出
張
所
を
貸
し
出
し

拠
点
と
し
て
実
施
し
て
お
り
ま
し
た
小

型
電
動
モ
ビ
リ
テ
ィ
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
の

実
証
実
験
が
終
了
し
ま
し
た
。
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

税  

・  

保  

険  

料

次
の
税
・
保
険
料
の
納
期
限
は
、

　
11
月
30
日
（
水
）
で
す
。

 　

納
期
限
を
過
ぎ
る
と
、
督
促
手
数
料

80
円
と
未
納
期
間
に
応
じ
た
延
滞
金
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

　

口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
、
残
高

の
ご
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
振
替
が
で
き
な
か
っ
た
分
に

つ
い
て
は
納
付
書
を
送
付
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

ご
不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、

担
当
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

11
月
納
期
に
つ
い
て

固

定

資

産

税　

     

第
４
期
分

国
民
健
康
保
険
税　

     

第
６
期
分

 

税

務

課　

５
５
‐
４
８
０
０

介

護

保

険

料　
　

   

第
６
期
分

 

環
境
保
健
課　

５
５
‐
４
８
０
３ 

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料    

第
５
期
分

 

住
民
生
活
課　

５
５
‐
４
８
０
４

11
月
・
12
月
は

　

『
合
同
滞
納
整
理
強
化
月
間
』

移
動
県
民
相
談

　

町
税
は
、
ま
ち
づ
く
り
を
支
え
る
大

切
な
財
源
で
す
。
町
で
は
、
納
期
内
に

納
付
さ
れ
た
方
と
の
公
平
性
を
保
ち
、

滞
納
の
解
消
を
図
る
た
め
、
県
・
和
歌

山
県
地
方
税
回
収
機
構
と
合
同
で
、
11

月
・
12
月
を
合
同
滞
納
整
理
強
化
月
間

と
し
て
、税
収
確
保
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

税
金
を
滞
納
す
る
と
本
来
納
め
る
べ

き
税
金
の
他
に
延
滞
金
を
納
付
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
滞
納
し
た
ま
ま
放

置
す
る
と
法
律
に
基
づ
き
滞
納
者
の
意

思
に
関
わ
ら
ず
、
給
与
や
不
動
産
な
ど

の
滞
納
処
分
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
納
期
内
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

11
月
16
日
に
串
本
町
文
化
セ
ン
タ
ー

で
移
動
県
民
相
談
を
開
催
し
ま
す
。

 

弁
護
士
や
県
民
相
談
員
に
よ
る
無
料

相
談
希
望
者
は
左
記
ま
で
電
話
予
約
で

し
て
く
だ
さ
い
。（
先
着
９
名
）

 

東
牟
婁
振
興
局　

総
務
県
民
課

 　

☎
０
７
３
５
‐
２
１
‐
９
６
０
７

　

警
察
で
は
犯
罪
被
害
に
あ
わ
れ
た
方

や
ご
家
族
ま
た
は
ご
遺
族
が
抱
え
る
問

題
を
早
期
に
回
復
し
、
再
び
平
穏
な
生

活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
支
援

を
行
っ
て
い
ま
す
。

 

白
浜
警
察
署
警
務
課

　

 

☎
４
３
‐
０
１
１
０

　

11
月
６
日
（
日
）
に
旧
南
紀
白
浜
空

港
跡
地
で
モ
リ
モ
リ
！
紀
南
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
地
域
の
特

産
品
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通
じ
て
紀

南
地
方
の
魅
力
を
発
信
し
ま
す
。

　

会
場
に
は
飲
食
・
物
販
・
体
験
ブ
ー

ス
や
自
衛
隊
・
消
防
・
警
察
エ
リ
ア
、

地
域
魅
力
発
信
エ
リ
ア
が
設
置
さ
れ
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

モ
リ
モ
リ
！

　

紀
南
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催

 

白
浜
・
田
辺
青
年
会
議
所

　

 

☎
２
２
‐
８
７
６
３

ひ
き
こ
も
り
・
就
職
相
談
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
知
ら
せ

　

誰
に
も
相
談
で
き
ず
に
家
族
だ
け
で

抱
え
込
ん
で
い
ま
せ
ん
か
。

「
お
悩
み
」「
気
に
な
っ
て
い
る
こ
と
」

な
ど
、
ま
ず
は
お
話
く
だ
さ
い
。

　

ご
本
人
も
し
く
は
ご
家
族
の
相
談
に

応
じ
ま
す
。

◆
日
程

　

11
月
30
日
（
水
）

　

令
和
５
年
２
月
22
日
（
水
）

◆
時
間

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

◆
場
所

　

住
民
福
祉
会
館

◆
申
込
方
法

　

相
談
は
予
約
制
で
す
。

　

左
記
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

 

環
境
保
健
課　

保
健
師

　

 

☎
５
５
‐
４
８
０
３

◎
ひ
き
こ
も
り
相
談

 

ひ
な
た
の
森

　

 

☎
３
３
‐
７
８
５
０

◎
就
職
相
談

 

南
紀
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

 

☎
２
５
‐
２
１
１
１

お

し

ら

せ
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◆
清
掃
（
年
１
回
以
上
）　

▪
浄
化
槽
内
に
溜
ま
っ
た
汚
泥
等
の
除

　

去
と
内
部
設
備
の
洗
浄

　

検
査
等
の
実
施
は
法
律
で
義
務
付
け

ら
れ
て
お
り
、
受
検
し
な
い
も
の
に
つ

い
て
は
、
過
料
な
ど
の
罰
則
規
定
が
設

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

生
活
環
境
の
悪
化
を
招
か
な
い
た
め

に
も
、
浄
化
槽
の
適
正
な
使
用
を
心
が

け
て
く
だ
さ
い
。

※
点
検
や
清
掃
の
頻
度
は
、
浄
化
槽
の

　

規
模
や
使
用
頻
度
に
よ
っ
て
異
な
り

　

ま
す
。

問 

環
境
保
健
課

　

 

☎
５
５
‐
４
８
０
３

浄
化
槽
は
適
正
に
使
い
ま
し
ょ
う

在
宅
で
介
護
さ
れ
て
い
る
方
へ

ね
た
き
り
患
者
お
よ
び

　
　

身
体
障
が
い
者
等
扶
養
手
当

介
護
慰
労
金
支
給
事
業

　

浄
化
槽
は
、
微
生
物
の
働
き
を
利
用

し
て
汚
水
を
処
理
す
る
装
置
で
す
。

　

浄
化
槽
が
正
常
に
機
能
し
て
い
な
い

と
、
汚
水
を
未
処
理
の
ま
ま
放
流
す
る

こ
と
に
な
り
、
悪
臭
や
害
虫
の
繁
殖
の

原
因
と
な
り
ま
す
の
で
、
適
正
な
維
持

管
理
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

◆
保
守
点
検
（
３
～
４
か
月
に
１
回
）

　

保
守
点
検
業
者
に
よ
る
点
検　

▪
稼
働
状
況
を
中
心
に
点
検

　

機
器
の
点
検
・
調
整
・
修
理
・
消
毒

　

薬
の
補
充
等

◆
法
定
検
査
（
年
１
回
）

　

県
水
質
保
全
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
検
査

　

※
セ
ン
タ
ー
よ
り
案
内
が
届
き
ま
す

▪
外
観
や
水
質
、
書
類
の
検
査

　

※
保
守
点
検
や
清
掃
の
記
録
の
書
類

　
　

も
保
管
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い

　

※
10
月
よ
り
受
検
後
に
役
場
へ
提
出

　
　

す
る
ハ
ガ
キ
が
無
く
な
り
ま
し
た

　

ね
た
き
り
患
者
等
を
扶
養
し
、
引
き

続
き
１
年
以
上
町
に
住
所
を
有
す
る
方

に
扶
養
手
当
を
支
給
し
ま
す
。

◆
支
給
額

　

月
額　

５
，
０
０
０
円

◆
対
象
者

　

ね
た
き
り
患
者
お
よ
び
身
体
障
が
い

　

者
等
と
生
計
を
共
に
し
、
現
に
扶
養

　

し
て
い
る
方

・
ね
た
き
り
患
者

　

居
宅
で
常
時
ね
た
き
り
状
態
で
あ

　

り
、
要
介
護
４
、５
に
認
定
さ
れ
、

　

そ
の
期
間
が
１
カ
月
を
超
え
る
方
。

・
身
体
障
が
い
者
等

　

体
幹
の
機
能
障
が
い
に
よ
り
立
ち
上

　

が
る
こ
と
が
困
難
な
方
等

　　

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

住
民
生
活
課

　

 

☎
５
５
‐
４
８
０
４

　

在
宅
の
高
齢
者
を
介
護
し
て
い
る
家

族
の
方
に
慰
労
金
を
支
給
し
ま
す
。

◆
支
給
額

　

月
額　

１
０
，
０
０
０
円

◆
対
象
者

　

要
介
護
４
・
５
に
認
定
さ
れ
た
方
を

　

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
せ
ず
、

　

過
去
半
年
以
上
在
宅
で
介
護
し
て
い

　

る
方

　

※
一
人
暮
ら
し
の
方
で
、
隣
地
に

　
　

居
住
す
る
家
族
が
事
実
上
同
居
に

　
　

近
い
状
況
で
介
護
を
行
っ
て
い
る

　
　

場
合
を
含
む
。

　

※
半
年
間
１
週
間
の
短
期
入
所
や
、

　
　

週
に
１
回
の
通
所
・
訪
問
介
護
は

　
　

除
き
ま
す
。

　

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

 

☎
５
５
‐
４
６
７
０

　
　
　
　
　
　
　
　
　

お

し

ら

せ

文
化
祭
・
文
化
展
作
品
募
集

佐
本
文
化
展
開
催

　

町
内
で
開
催
さ
れ
る
文
化
祭
・
文
化

展
の
出
品
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

搬
入
期
間
に
各
公
民
館
に
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

◆
作
品
種
類

　

絵
画
、
写
真
、
工
芸
、
手
芸
、
書
道
、

　

盆
栽
、
き
り
絵
な
ど

江
住
公
民
館
文
化
展

◆
開
催

　

11
月
12
日
（
土
）・
13
日
（
日
）

◆
搬
入

　

11
月
11
日
（
金
）

　

午
後
１
時
～
５
時

 

江
住
公
民
館

 　

☎
５
８
‐
０
２
５
６

す
さ
み
文
化
祭

◆
開
催

　

11
月
19
日
（
土
）・
20
日
（
日
）

◆
搬
入

　

11
月
18
日
（
金
）

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

　

原
則
１
人
２
点
ま
で

◆
演
芸
の
部
出
演

　

音
楽
・
ダ
ン
ス
・
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

な
ど
ス
テ
ー
ジ
の
出
演
者
も
募
集
し
て

い
ま
す
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、
演
芸
の
部

　

を
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
都
合
に
よ
り
出
演
時
間
を
制
限
す
る

　

場
合
が
あ
り
ま
す
。

 

社
会
教
育
課

 　

☎
５
５
‐
３
０
３
７

　

自
衛
官
候
補
生
等
の
募
集
を
次
の
と

お
り
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
受
験
資
格

　

日
本
国
籍
を
有
し
、
自
衛
隊
法
第
38

条
１
項
の
規
定
に
該
当
し
な
い
方
で
、

以
下
の
と
お
り
。

＊
陸
上
自
衛
隊　
高
等
工
科
学
校
生
徒

　

令
和
５
年
４
月
１
日
現
在
、
15
歳
以

　

上
17
歳
未
満
の
男
子
で
、
中
学
校
卒

　

業
ま
た
は
中
等
教
育
学
校
の
前
期
課

　

程
修
了
者
（
令
和
５
年
３
月
に
卒
業

　

ま
た
は
修
了
見
込
み
含
む
。）

＊
自
衛
官
候
補
生

　
採
用
予
定
月
に
お
い
て
、
18
歳
以
上

　

33
歳
未
満
の
方

自
衛
官
募
集
案
内

受付期限 一次試験日 試験場所

１１月試験
１1 月１0 日

（木）

ＷＥＢ試験（学科）
11月13日（日）～16日（水）

左記の期間内に自宅等でスマートフォ
ンやパソコンから受験できます

面接・身体検査
11 月 19 日（土）

和歌山地方協力本部庁舎

１２月試験
12 月  ８日
（木）

ＷＥＢ試験（学科）
12月11日（日）～14日（水）

同上

面接・身体検査
12 月 17 日（土）

同上

受付期限 一次試験日 試験場所

【推薦】
12 月２日
（金）

令和５年１月５日
（木）～７日（土）
の指定する 1 日

受付または受験
票交付時に通知

【一般】
令和５年
１月６日
（金）

１次試験
１月１４日（土）
予備日１５日（日）

田辺市民総合
センター他

◆自衛官候補生　試験案内

◆陸上自衛隊高等工科学校生徒　試験案内

資
料
請
求

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

 

自
衛
隊
和
歌
山
地
方
協
力
本
部

　

 

田
辺
地
域
事
務
所

　

 

☎
２
４
‐
６
２
１
９

　

10
月
８
日
、
９
日
に
佐
本
文
化
展
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ご
来
場
・
出
展
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　伊勢エビ漁はじまりました

　朝から網に絡まったイセエビを

外す作業でにぎわいました。

プチ

まちのわだい
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民
生
児
童
委
員
協
議
会
だ
よ
り

年　

金　

豆　

知　

識

　

テ
レ
ビ
、
新
聞
等
で
耳
に
す
る
「
若

年
性
の
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
」。
以
前
、

民
生
児
童
委
員
会
の
研
修
会
で
も
取
り

上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
時
紹
介
さ
れ
た
の
が
、
奥
さ
ん

の
介
護
を
ご
主
人
が
さ
れ
て
い
る
ケ
ー

ス
で
す
。

　

夫
婦
２
人
と
も
銀
行
員
で
し
た
。
奥

さ
ん
が
59
歳
で
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認

知
症
、
要
介
護
５
、
お
こ
り
っ
ぽ
い
性

格
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ご
主
人
は
早
期

退
職
し
て
、
奥
さ
ん
の
介
護
生
活
。
２

人
の
娘
さ
ん
は
、
泥
棒
扱
い
さ
れ
る
た

め
、
関
わ
り
を
控
え
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
衣
服
の
着
脱
、
洗
濯
、
食
事
の

用
意
、
身
の
回
り
の
事
す
べ
て
、
ご
主

人
が
一
人
で
さ
れ
て
い
ま
す
。
ご
自
身

の
こ
と
は
何
も
出
来
な
い
毎
日
で
す
。

　

そ
ん
な
日
々
の
中
で
も
、
春
は
桜
見

な
ど
、
四
季
折
々
、
夫
婦
で
リ
ュ
ッ
ク

を
背
負
い
外
出
し
ま
す
。

　

あ
る
日
、
奥
さ
ん
よ
り
、「
い
つ
も

あ
り
が
と
う
」
の
絵
手
紙
を
も
ら
い
、

ご
主
人
も
び
っ
く
り
!!

　

ご
主
人
の
怒
ら
ず
、
や
さ
し
い
気
持

ち
で
献
身
的
に
介
護
さ
れ
て
い
る
様
子

に
感
心
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ご
主
人
の
笑
顔
の
理
由
は
身
の
回
り

の
事
す
べ
て
の
生
活
に
お
い
て
、
笑
わ

せ
る

0

0

、
歌
わ
せ
る
0

0

、
楽
し
ま
せ
る
0

0

工
夫

を
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
し
た
。

　

心
か
ら
の
笑
顔

0

0

で
努
力
し
て
頑
張
っ

て
お
ら
れ
ま
す
。

　

認
知
症
を
患
う
と
、
漢
字
を
忘
れ
て

し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
い
つ
誰
が

な
る
か
も
わ
か
ら
ず
、
早
期
発
見
、
早

期
治
療
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

家
族
の
支
援
を
私
た
ち
も
地
域
で
見

守
っ
て
行
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

「
若
年
性
」
認
知
症　

　
　
　
　
　
　
　
　

３
つ
の
せ
る
0

0

　
国
民
年
金
保
険
料
は
全
額
が

　
　
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
で
す

　

国
民
年
金
保
険
料
は
所
得
税
法
お
よ

び
地
方
税
法
上
、
社
会
保
険
料
控
除
と

し
て
そ
の
年
の
課
税
所
得
か
ら
控
除
さ

れ
ま
す
が
、
控
除
の
対
象
と
な
る
の

は
、
令
和
４
年
中
（
令
和
４
年
１
月
１

日
か
ら
令
和
４
年
12
月
31
日
）
に
納
め

ら
れ
た
保
険
料
の
全
額
で
す
。

（
令
和
４
年
中
に
納
め
ら
れ
た
も
の
で

あ
れ
ば
、
過
去
の
年
度
分
の
保
険
料
や

追
納
さ
れ
た
保
険
料
も
控
除
の
対
象
と

な
り
ま
す
）。

　

本
年
中
に
納
付
し
た
国
民
年
金
保
険

料
に
つ
い
て
、
社
会
保
険
料
控
除
を
受

け
る
た
め
に
は
、
年
末
調
整
や
確
定
申

告
の
際
に
、
保
険
料
を
支
払
っ
た
こ
と

を
証
明
す
る
書
類
の
添
付
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
、

下
記
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
「
社
会
保
険

料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明

書
」
が
対
象
者
宛
て
に
発
送
さ
れ
ま
す

の
で
、
お
手
元
に
届
き
ま
し
た
ら
、
大

事
に
保
管
し
、
年
末
調
整
や
確
定
申
告

の
際
に
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
ご
家
族
（
配
偶
者
や
お
子
様

等
）
の
負
担
す
べ
き
国
民
年
金
保
険
料

を
支
払
っ
て
い
る
場
合
は
、
ご
自
身
の

国
民
年
金
保
険
料
に
加
え
、
そ
の
保
険

料
も
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

国
民
年
金
制
度
は
、
老
後
は
も
ち
ろ

ん
不
慮
の
事
故
な
ど
万
一
の
と
き
に
も

心
強
い
味
方
と
な
る
制
度
で
す
。
保
険

料
は
納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
き
ち
ん
と

納
め
ま
し
ょ
う
。

  

年
金
機
構　

田
辺
年
金
事
務
所

　

 

☎
２
４
‐
０
４
３
２

  

住
民
生
活
課　

年
金
係

 　

☎
５
５
‐
４
８
０
４

発送時期 対象者

10 月下旬～

11 月上旬

令和４年１月１日～９月３０
日の間に国民年金保険料を納
付された方

令和５年

２月上旬

令和４年１０月１日～１２月
３１日の間に国民年金保険料
を納付された方

控除証明書発送スケジュール

消
防
・
防
災
ル
ー
ム

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

１
１
９
番
通
報
に
つ
い
て

○
全
国
統
一
防
火
標
語

　
　

お
で
か
け
は

　
　
　
　

マ
ス
ク
戸
締
り

　
　
　
　
　
　

火
の
用
心

　

11
月
９
日
（
水
）
～
15
日
（
火
）
ま

で
の
期
間
、
全
国
一
斉
に
火
災
予
防
運

動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
こ
の
運
動
は
火

災
が
発
生
し
や
す
い
季
節
の
前
に
、
防

火
意
識
を
高
め
、
火
災
を
予
防
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
行
い
ま
す
。

　

冬
が
近
づ
く
に
つ
れ
、
暖
房
器
具
な

ど
の
火
気
の
使
用
が
増
加
し
ま
す
。
以

下
の
こ
と
に
充
分
注
意
し
、
火
災
か
ら

大
切
な
命
や
財
産
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

○
住
宅
防
火

　
　

い
の
ち
を
守
る　

10
の
ポ
イ
ン
ト

　

～
４
つ
の
習
慣
・
６
つ
の
対
策
～

●
４
つ
の
習
慣

・
寝
た
ば
こ
は
絶
対
し
な
い
、さ
せ
な
い
。

・
ス
ト
ー
ブ
の
周
り
に
、
燃
え
や
す
い

　

も
の
を
置
か
な
い
。

・
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
火
気
を
扱
う
際

　

は
、
そ
ば
を
離
れ
な
い
。
も
し
離
れ

　

る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

・
コ
ン
セ
ン
ト
の
ほ
こ
り
を
清
掃
し
、

　

目
の
前
で
火
災
や
事
故
に
遭
遇
し
た

り
、
身
近
な
方
が
病
気
や
急
な
ケ
ガ
に

見
舞
わ
れ
た
場
合
に
は
、
誰
も
が
気
が

動
転
し
、
取
り
乱
し
た
状
況
に
な
り
が

定
期
救
命
講
習
の
お
知
ら
せ

　

白
浜
町
消
防
本
部
で
は
、
毎
月
定
期

的
に
救
命
講
習
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
普
通
救
命
講
習
Ⅰ
を
対
象
に
、

ｅ-

ラ
ー
ニ
ン
グ
救
命
講
習
を
開
始
し

ま
し
た
。
ｅ-

ラ
ー
ニ
ン
グ
と
は
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
さ
れ
た
パ
ソ
コ

ン
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
パ
ソ
コ
ン
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
な
ど
を
利
用
し
、
場
所
や
時

間
を
選
ば
ず
、
ご
自
分
の
ペ
ー
ス
で
学

習
を
行
え
る
も
の
で
す
。（
１
時
間
）

　

ｅ-

ラ
ー
ニ
ン
グ
を
利
用
し
、
事
前

学
習
を
行
っ
て
い
た
だ
く
と
、
３
時
間

の
講
習
が
短
縮
さ
れ
、
２
時
間
の
実
技

講
習
で
修
了
と
な
り
ま
す
。
ｅ-

ラ
ー

ニ
ン
グ
救
命
講
習
を
受
講
す
る
場
合
は

消
防
署
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
11
月
開
催
予
定
日

　

４
日
（
金
）（
ｅ-

ラ
ー
ニ
ン
グ
）

　
　

午
後
７
時
30
分
～
９
時
30
分

　

９
日
（
水
）
午
後
１
時
～
４
時

　

20
日
（
日
）
午
前
９
時
～
12
時

　

23
日
（
水
）
午
前
９
時
～
12
時

◆
開
催
場
所

　

白
浜
町
消
防
本
部

 

す
さ
み
消
防
署

　

 

☎
５
５
‐
２
２
３
７

　

不
必
要
な
プ
ラ
グ
は
抜
く
。

●
６
つ
の
対
策

・
出
火
防
止

　

ス
ト
ー
ブ
や
コ
ン
ロ
等
は
安
全
装
置

　

の
付
い
た
機
器
を
使
用
す
る
。

・
早
期
覚
知

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
定
期
的
に
点

　

検
し
、
10
年
を
目
安
に
交
換
す
る
。

・
延
焼
拡
大
防
止

　

部
屋
を
整
理
整
頓
し
、寝
具
、衣
類
、

　

カ
ー
テ
ン
は
防
炎
品
を
使
用
す
る
。

・
初
期
消
火

　

消
火
器
等
を
設
置
し
、
使
い
方
を
確

　

認
し
て
お
く
。

・
早
期
避
難

　

お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人

　

は
、
避
難
経
路
と
避
難
方
法
を
常
に

　

確
保
し
、
備
え
て
お
く
。

・
地
域
の
助
け
合
い

　

防
火
防
災
訓
練
へ
の
参
加
、
戸
別
訪

　

問
な
ど
に
よ
り
、
地
域
ぐ
る
み
の
防

　

火
対
策
を
行
う
。

ち
で
す
。
１
秒
を
あ
ら
そ
う
時
だ
か
ら

こ
そ
、
落
ち
着
い
て
１
１
９
番
通
報
が

で
き
る
よ
う
に
、
正
し
い
通
報
要
領
を

身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

・
１
１
９
番
通
報
の
し
く
み

　

現
在
す
さ
み
町
か
ら
１
１
９
番
通
報

を
す
る
と
、
田
辺
市
の
「
田
辺
西
牟
婁

地
区
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
」
に
電
話
が

つ
な
が
り
、
次
の
こ
と
を
聞
か
れ
ま

す
。
慌
て
ず
、
落
ち
着
い
て
答
え
て
く

だ
さ
い
。

①
火
事
で
す
か
？　

救
急
で
す
か
？

②
消
防
車
（
救
急
車
）
が
向
か
う
住
所

　

か
世
帯
主
名
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

③
（
火
事
の
場
合
）

　

何
が
燃
え
て
い
ま
す
か
？

　

 

（
救
急
の
場
合
）

　

ど
な
た
が
ど
う
し
ま
し
た
か
？

④
通
報
者
の
お
名
前
と
電
話
番
号
を

　

教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

出
先
な
ど
で
住
所
が
わ
か
ら
な
い
場

合
は
、
近
く
に
あ
る
目
標
物
（
建
物
の

名
前
や
看
板
等
）
を
伝
え
て
く
だ
さ

い
。
そ
の
情
報
を
頼
り
に
地
図
上
で
場

所
の
確
認
を
行
っ
て
い
ま
す
。
①
、
②

を
確
認
し
た
時
点
で
、
消
防
車
（
救
急

車
）
は
災
害
現
場
に
向
け
て
出
動
し
て

い
ま
す
。
指
令
セ
ン
タ
ー
か
ら
状
況
や

患
者
さ
ん
の
容
態
に
つ
い
て
聞
か
れ
ま

す
が
、
安
心
し
て
問
い
か
け
に
お
答
え

く
だ
さ
い
。
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【
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
】

  

さ
わ
や
か
福
祉
財
団

　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
林　

稔 

氏

　

人
生
１
０
０
歳
時
代
の
中
、
住
み
慣

れ
た
町
で
生
活
し
続
け
る
為
に
、
地
域

は
ど
う
あ
る
べ
き
で
し
ょ
う
か
。

　

近
隣
市
町
で
は
担
い
手
不
足
に
よ

り
、
ヘ
ル
パ
ー
事
業
所
が
閉
鎖
と
な
り

ま
し
た
。

　

ど
こ
も
介
護
職
員
不
足
は
深
刻
で

す
。
例
え
ば
、
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
な
け

れ
ば
生
活
が
で
き
な
い
方
へ
優
先
的
に

ヘ
ル
パ
ー
を
派
遣
し
、
そ
れ
以
外
（
買

い
物
等
の
生
活
支
援
）
の
方
は
、
地
域

で
の
支
え
合
い
の
仕
組
み
を
検
討
す
る

な
ど
も
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
す
さ
み
町
で
は
今
後
、
大
幅

な
人
口
減
少
が
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

つ
な
が
るday

の
日
に
、
寄
付
頂
い

た
衣
類
等
を
展
示
販
売
い
た
し
ま
し

た
。
売
上
金
、
４
４
０
０
円
は
町
内
の

地
域
福
祉
活
動
の
財
源
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　
「
愛
の
な
ん
で
も
市
」

　
　
　
　
　
　

中
止
の
お
知
ら
せ

　

毎
年
、
楽
し
み
に
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
「
愛
の
な
ん
で
も
市
」
で
す
が
今

年
度
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
予
防
の
た
め
中
止
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

現
在
、
寄
付
頂
い
て
い
る
衣
類
等
の

物
品
は
、
常
時
、
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
展
示
販
売
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

＊電動ベッド・床ずれ防止用マット・車椅子は有料です。

　在庫数に関係なく一度社協にお問い合わせください。

＊新型コロナウイルス感染防止のため中止になる可能性があります。

貸出物品 在庫数 貸出物品 在庫数

電動ベッド ５ 入浴台 ３

床ずれ防止用マット ３ 松葉杖 ２

ポータブルトイレ １２ 入浴椅子 ３

車椅子 ２３ 歩行器 ５

入浴用手すり ６ 非常用押しボタン送信機 １

１０月１０日現在

場　　所
地域福祉センター 江住ミニ福祉センター 公民館佐本分館

相談内容・時間

一般相談・行政相談
午前（　９：３０～１１：３０）
午後（１３：３０～１５：００）

３０日（水）
午前のみ

９日（水）
午後のみ

９日（水）
午前のみ

法務相談・特設人権相談
（１３：００～１５：００）

９日（水）
予約制（※）

弁護士相談
（１３：３０～１５：００）

３０日（水）
予約制（※）

＊ 予約については、前日までに社協へご
連絡ください。（☎５５‐４１０４）

●１１月の相談

●福祉・介護用品の貸出

ボランティアひろば
「すさみつながる day」・イコラ

～すさみ町を知って・食べて・学んで、これからのまちづくりについて考えよう～

今回のイベント「すさみ　つながる day」に参加

して頂いた皆様に、新たな「発見」や「つながり」

ができてくれていたら嬉しいです。

知ってつながる

　町内で行われている「サロン」や「公

民館教室」「ボランティア」について、

スクリーンとカード使って紹介。

学んでつながる

　絵手紙サークルでは柿やほおずきの書

き方を、折り紙サークルではイチョウや

紅葉の作り方を教わり、「秋」にちなん

だ作品を一緒に

作りました。

食べてつながる

　「ひまわり会」芋餅・巻きずし・野菜、「Sea」コー

ヒー・クロッフル、「イコラ」フランクフルトなど

を販売。お昼過ぎには、ほとんどが売り切れてし

まうほどの盛況ぶりでした。すさみこども食堂も

１００食のお弁当を子どもたちに配りました。

現
在
は
で
き
て
い
る
近
所
付
き
合
い

や
、
つ
な
が
り
が
５
年
・
10
年
後
先
も

続
く
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
今
か
ら
地

域
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

【
実
践
報
告
】

①
「
こ
ど
も
食
堂
の
活
動
」

　

  

す
さ
み
こ
ど
も
食
堂

　
　
　

 　

 　

代
表　

瀧
本 

美
奈 

氏

　
す
さ
み
こ
ど
も
食
堂
と
は
？

　

食
事
の
支
援
に
加
え
、
交
流
の
場
や

居
場
所
作
り
を
目
的
に
行
う
地
域
に
開

か
れ
た
食
堂
で
す
。

　

令
和
３
年
１
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
。
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
の
協
力
も
あ
り
、
月

１
～
２
回
、
１
日
に
１
０
０
食
を
コ
ロ

ナ
禍
と
い
う
状
況
も
あ
り
、
お
弁
当
と

し
て
配
付
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
の
方

が
集
え
る
笑
顔
あ
ふ
れ
る
居
場
所
に
な

れ
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

②
「
み
ん
な
の
教
室
」

　

  

江
住
小
学
校　

　
　
　

  　
　

校
長　

山
口 

仁
美 

氏

　

現
在
、
在
校
生
は
３
年
生
が
１
名
の

江
住
小
学
校
。
学
習
を
進
め
る
中
、
一

人
の
児
童
と
先
生
で
は
ど
う
し
て
も
限

界
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
地
域
住
民
の
方
々
に
も
生

徒
役
と
し
て
一
緒
に
学
べ
る
機
会
を
月

１
～
２
回
行
っ
て
い
ま
す
。

　

児
童
も
地
域
の
方
々
と
交
流
す
る
こ

と
で
、
昔
の
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、

貴
重
な
経
験
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～

　

こ
の
よ
う
な
活
動
の
他
、
こ
の
町
に

は
小
さ
な
支
え
合
い
や
助
け
合
い
が
あ

り
、
そ
の
基
礎
と
な
っ
て
い
る
も
の
は

「
つ
な
が
り
」
で
す
。
そ
れ
を
広
げ
、

強
め
て
い
く
こ
と
が
こ
れ
か
ら
の
す
さ

み
町
に
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

そ
の
一
歩
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
地

域
や
こ
の
町
の
こ
と
を
一
緒
に
ざ
っ
く

ば
ら
ん
に
話
し
合
え
る
場
を
も
ち
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
興
味
が
あ
る
方
は
、
社
協
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ｉｎ

支え合い

フォーラム
開催しました

10 月１日（土）
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き
ょ
う
い
く
の
広
場

江
住
小
学
校 
閉
校

総
合
セ
ン
タ
ー 

図
書
室

　
　
　
　
　
　

 

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

「
支
え
合
い
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

　
　
　
　
　
　
　
　

に
参
加
し
て

歴
史
民
俗
資
料
館
よ
り
④

再
任
の
挨
拶

　

令
和
５
年
３
月
31
日
を
も
っ
て
江
住

小
学
校
を
閉
校
し
、
４
月
１
日
よ
り
周

参
見
小
学
校
へ
統
合
し
ま
す
。

　

江
住
小
学
校
は
明
治
６
年
３
月
15
日

に
創
立
さ
れ
ま
し
た
。
潮
音
寺
を
借
用

し
て
開
校
し
、
児
童
は
わ
ず
か
20
名

足
ら
ず
で
し
た
。
今
年
で
学
校
創
立

１
５
０
周
年
を
迎
え
ま
す
。
奇
し
く
も

そ
の
節
目
の
年
に
閉
校
と
な
り
ま
す
。

　

10
月
１
日
に
イ
コ
ラ
で
、
町
・
社
会

福
祉
協
議
会
が
主
催
の
『
す
さ
み　

つ

な
が
る
ｄ
ａ
ｙ
』
が
開
催
さ
れ
、
支
え

合
い
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

テ
ー
マ
は
『
ま
ち
づ
く
り
っ
て
な
ん
だ

ろ
う
？　

聞
い
て
、
見
て
、
つ
な
が
っ

て
、
動
き
出
す
』
で
す
。
内
容
は
、

①
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン　

　

誰
も
が
住
み
や
す
い
「
ま
ち
」
と
は

ど
の
よ
う
な
も
の
か
？
地
域
住
民
が
主

体
の
「
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て
考
え

ま
し
た
。

②
地
域
活
動
の
報
告

　
「
す
さ
み
子
ど
も
食
堂
」

　
「
江
住
小
学
校
・
み
ん
な
の
教
室
」

③
ミ
ニ
福
祉
劇
「
我
楽
座
」
監
修

　
「
支
え
合
い
、
助
け
合
い
」
を
テ
ー

マ
に
ス
タ
ッ
フ
・
出
演
者
全
員
の
息
の

合
っ
た
素
晴
ら
し
い
劇
で
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
貫
く
テ
ー
マ
は

『
つ
な
が
る
』
で
す
。
参
加
し
て
の
感

想
で
す
が
、
い
ろ
ん
な
意
味
で
人
と
人

が
、
人
と
ま
ち
が
つ
な
が
っ
て
き
て
い

る
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。
イ
コ
ラ
は
多

世
代
交
流
を
目
的
と
し
て
設
置
し
ま
し

た
。
イ
ベ
ン
ト
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

日
常
的
に
も
そ
の
目
的
を
達
し
つ
つ
あ

『
特
別
展
示
の
ご
案
内
』

　

歴
史
民
俗
資
料
館
で
は
、
一
階
ロ

ビ
ー
に
特
別
展
示
コ
ー
ナ
ー
を
設
置

し
、
テ
ー
マ
を
決
め
て
展
示
を
し
て
い

ま
す
。

　

今
回
は
、
故 

塩
飽
信
夫
様
よ
り
当

館
に
寄
贈
さ
れ
保
存
し
て
い
ま
し
た

「
舟
大
工
用
具
」
を
12
月
末
ま
で
展
示

し
て
い
ま
す
。

　

半
世
紀
前
ま
で
匠
に
よ
り
、
手
作
り

さ
れ
て
い
た
木
造
船
。
そ
の
製
造
、
整

備
に
つ
か
わ
れ
て
い
た
工
具
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　

展
示
用
具
は
次
の
通
り
で
す
。

　

ク
ギ
シ
メ
・
ス
ミ
ビ
キ（
ク
チ
ビ
キ
）・

　

ス
ミ
サ
シ
・
ノ
ミ
・
ノ
ミ
ウ
チ
・

　

ノ
コ
ギ
リ
・
チ
ョ
ー
ナ
等

※
用
具
の
説
明
は
展
示
品
に
添
え
て
い

　

ま
す
。

　

令
和
４
年
９
月
30
日
を
も
っ
て
、
１

期
目
の
任
期
が
終
了
し
ま
し
た
。
議
会

の
同
意
を
受
け
、
令
和
４
年
10
月
１
日

よ
り
２
期
目
の
任
命
を
受
け
ま
し
た
。

初
心
に
帰
り
、
子
ど
も
た
ち
・
町
民
の

皆
さ
ん
の
た
め
に
、
す
さ
み
町
の
教
育

を
さ
ら
に
推
進
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

教
育
長　

坂
本
祐
二

舟大工用具

図書室

公民館図書だより
周参見公民館の新刊

題　名 著　者 題　名 著　者

ハヤブサ消防団 池井戸　潤 ドーナツペンタくん 柴田　ケイコ

誤ちの絆　警視庁総合支援課 堂場　瞬一
ぼけますから、よろしく
　　　　　　　お願いします。

信友　直子

噓つきジェンガ 村　深月 かまきりさまのおとおり 村上　康成

終の盟約 楡　周平 ほねほねザウルス 26
さがせ！まのうみの大かいりゅう

ぐるーぷ・アン
モナイツ汝、星のごとく 凪良　ゆう

江住公民館の新刊

題　名 著　者 題　名 著　者

統一教会とは何か 有田　芳生 よろづを引くもの
　お蔦さんの神楽坂日記

西條　奈加
ハヤブサ消防団 池井戸　潤

噓つきジェンガ 村　深月 みやこさわぎ 西條　奈加

此の世の果ての殺人 荒木　あかね

パンどろぼう　おにぎりぼうやのたびだち
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　柴田　ケイコ

「パンどろぼう」第４弾。おにぎり屋を営むおにぎり一家

の“おにぎりぼうや”は、おにぎりばかりの食卓にうんざり。

　家を飛び出したその先で、おじさんからみしらぬ食べ物

をすすめられます。

　「う…うまい」その食べ物とはーーー。

「日本の神様解剖図鑑」

　神々の起源と性格、ご利益が分かる。

「日本の仏様解剖図鑑」

　仏像の見方と仏様のルーツが分かる。

　※両書とも分かりやすい図入り解説です。

今月のおすすめ絵本

江住公民館　おすすめ図書 る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
発
表
者
の
話
の

中
で
、
自
分
の
子
ど
も
に
「
あ
な
た
に

と
っ
て
オ
ア
シ
ス
っ
て
ど
こ
？
」
と
聞

い
た
ら
、
子
ど
も
か
ら
「
イ
コ
ラ
」
と

い
う
返
事
が
返
っ
て
き
た
と
い
う
こ
と

で
す
。
高
齢
者
か
ら
子
ど
も
ま
で
い
ろ

い
ろ
な
世
代
の
人
が
集
う
こ
と
が
で
き

る
場
に
し
て
い
き
た
い
と
改
め
て
思
い

ま
し
た
。

　

総
合
セ
ン
タ
ー
の
子
ど
も
の
本
の
エ

リ
ア
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。

ぜ
ひ
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

 

町
民
運
動
会
に
つ
い
て

　

今
年
の
町
民
運
動
会
は
開
催
を
見
送

ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ご
理
解
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
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短　

歌

休
ま
ず
に
日
々
働
け
る
こ
の
身
体

父ち
ち
は
は母

か
ら
の
大
き
な
遺
産

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
も
め

儚は
か
なさ

に
未
練
が
い
つ
も
つ
き
ま
と
う

我
が
人
生
の
運さ

だ
め命

と
見
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
川　

一
雄

独
り
居
の
吾
の
身
案
じ
来
て
く
れ
し

長
女
は
暫
し
よ
き
友
と
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

麻
呂

マ
ス
タ
ー
ズ
老
い
も
若
き
も
挑
戦
す

我
が
人
生
に
悔
い
を
残
さ
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

加
藤　

惠
子

　

俳　

句

雨
の
音
冷
た
く
響
く
冬
の
朝

冬
日
和
雀
の
ん
び
り
日
向
ぼ
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

チ
ロ

幸
せ
を
熊
手
で
寄
せ
る
酉と
り

の
市

桜
葉
の
色
曼ま

ん

だ

ら

荼
羅
に
秋
が
去ゆ

く

立
冬
や
す
で
に
我
が
身
は
真
冬
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
川　

一
雄

朝
露
の
ビ
ー
ズ
散
り
ば
め
蜘
蛛
の
巣
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

江
﨑　

君
子

（９月末日現在・前月比）

人 口 ３,６７２人（ー１２）

 男 １,７５７人（ー　４）

 女 １,９１５人（ー　８）

世　帯 ２,０４１戸（ー　７）

人のうごき
お
よ
ろ
こ
び

　
　
か
な
し
み

　
　
　
　
　
（
９
月
受
付
分　

敬
称
略
）

お
よ
ろ
こ
び

（出
生
）

地　

区　
　
　

父　

母　
　
　

出
生
児

田　

中　
　

中
村　

宜
司　

 　

綾
り
ょ
う
す
け佑

水
色
：
男
の
子　

桃
色
：
女
の
子

か
な
し
み

（死
亡
）

地　

区　
　
　

氏　

名　
　
　

満
年
齢

田　

中　
　

阿
部
す
み
惠　
　
　

100
歳

太
間
地　
　

新
谷　

卓
士　
　
　

85
歳

太
間
川　
　

中
井　

ア
イ　
　
　

90
歳

寄
　
付

　
　
　
　
　（
９
月
受
付
分　

敬
称
略
）

◎
各
種
団
体
へ

▽
見
老
津　
　
　
　
　
　

浜
口　

竜
次

＊
見
老
津
区
へ

▽
見
老
津　
　
　
　

 

故 

神
田　

隆

＊
見
老
津
区
へ

▽
東
京
都　
　
　
　
　
　

濵
田　

勉

＊
す
さ
み
町
へ

◎
社
会
福
祉
協
議
会
へ

昭
和
36
年
３
月
周
参
見
中
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

卒
業
生
一
同

見
老
津　
　
　
　
　

 

故 

神
田　

隆

太
間
川　
　
　
　
　
　
　

中
井
貴
久
治

◎
広
報
発
送
お
礼

兵
庫
県　
　
　
　
　
　
　

上
山　

勝
見

大
阪
府　
　
　
　
　
　
　

岡
本　

信
一

訂
正
と
お
詫
び

　

10
月
掲
載
分
に
誤
り
が
あ
り
ま
し

た
。
正
し
く
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
短
歌
と
俳
句
の
タ
イ
ト
ル
間
違
い

　

訂
正
し
て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

俳　

句
（
俳
句
同
好
会
）

猪
や
お
先
に
ご
め
ん
栗
拾
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宇
井　

清
子

女
王
の
気
品
と
こ
し
へ
秋
髙
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

下
前　

薫

台
風
や
病
室
に
夫つ

ま

残
し
来
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

津
村　

寿
子

一
人
居
に
馴な

れ
て
一
人
の
秋
灯
火

　
　
　
　
　
　
　
　
　

寺
田　

し
の
ぶ

虫
時し

ぐ
れ雨
い
つ
し
か
絶
え
て
闇
深
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

七
尾　

文
朗

急
石
段
水
を
上
げ
て
は
墓
洗
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

永
山　

守
東

ゆ
く
夏
の
更
地
と
な
り
し
生
家
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

濱
田　

泰

 

命が救える身近なボランティア

献血にご協力ください
　
■日時

　１１月２４日（木）
　　１０時～１２時

■場所

　すさみ町総合センター

地域包括支援センターだより

認知症とは

認 知 症 と 加 齢 の も の 忘 れ の 違 い は

認知症とは、老いにともなう病気の一つです。さまざまな原因で記憶・判断能力などの障害が起き、

日常生活がうまく行えない（例：同じものを買ってくる、道を忘れる）などの症状が見られます。

もの忘れに気づいたとき、「もしかして認知症かも…」と心配になったことはありませんか？　

もしくは「歳のせいだから」と気にしないようにしている方もいるかもしれません。

「認知症によるもの忘れ」と「老化によるもの忘れ」との区別がつきにくいですが

「老化によるもの忘れ」であれば、過度に心配する必要はないといわれています。

認知症の種類により出現する症状は様々ですが、大まかな目安としてまとめると、以下のようになります。

地域包括支援センターは、「認知症かな？」 と思われる症状に気づいたときや、介護について悩んだ

ときに相談できる機関です。症状が軽い段階のうちに気づいて、適切な治療を受けることで認知症

の進行を遅らせることができる場合もあります。一人で悩まず、相談してください。

▼お問い合せ ： すさみ町地域包括支援センター　☎５５‐４６７０

　　　　　　　　（竹田・小久保・福田・冨貴）

症 状 の 進 行　　　あまり進行しない　　　　　　　　　　　 だんだん進行する

日  常  生  活

もの忘れをした自覚

感 情・意 欲　　　　保たれている

夕食に何を食べたかを思い出せない

買い物に出かけ、何を買うのかを忘れる

忘れっぽいことを自覚している

・「うっかり」が多くなったことを認める

食事した事実を思い出せない

買い物に出かけ、途中で外出した理由を忘れる

忘れたことの自覚がない

・自分が忘れていることに気が付いていない

怒りっぽくなる
やる気がないようにみえる
何事にも億劫になる
疑い深くなる

老 化 に よ る も の 忘 れ　　  認 知 症 に よ る も の 忘 れ
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発
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す

さ
み

町
役

場
　

総
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〒

649-2621　
和

歌
山

県
西

牟
婁

郡
す

さ
み

町
周

参
見

4089番
地

TEL 0739（
55）4802　

 FAX
 0739（

55）4810

日 月 火 水 木 金 土

１０月 30日 31 11 月　１日 ２ 文化の日　　　　　３ ４ ５

生活自立支援
相談　13:30

ものづくり
広場 

シニアエクサ
サイズ 

習字教室 

陶芸教室 

育児サークル

ものづくり
広場 

洋裁教室 

6 7 8 9 10 11 12

健康教室 

手芸サークル

コーラス教室

一般相談・行
政相談 

法務相談・特
設人権相談 

英会話教室

母子相談 

シニアエクサ
サイズ 

習字教室 洋裁教室 

江住文化展 

13 14 15 16 17 18 19

江住文化展 百歳体操 百歳体操 求職相談 

運動教室 

シニアエクサ
サイズ 

健康体操教室

習字教室 

習字教室 

育児サークル

すさみ町 
　文化祭 

20 21 22 勤労感謝の日　23 24 25 26

すさみ町
　文化祭 

百歳体操 洋裁編み物
教室 

英会話教室

消費生活相談 

シニアエクサ
サイズ  

生け花教室

読み聞かせの
会

27 28 29 30 12月１日 ２ ３

県知事選挙 百歳体操 百歳体操 一般相談・行政
相談 

弁護士相談 

ひきこもり・
就職相談 

シニアエクサ
サイズ 

読みきかせの会
  ・１１月２６日（土） 

  ・午前１０時～

  ・ 総合センター

 総合センター 　  江住公民館　  多世代交流施設イコラ
 住民福祉会館 　  佐本公民館　  江住ミニ福祉センター
 生涯学習施設　  地域福祉センター

11 月 カレンダー

～

詳細は国税庁の

ホームページ、

「インボイス制度

 特設サイト」を

ご覧ください

専用ダイヤル

０１２０‐２０５‐５５３
９：００～１７：００（土日祝除く）受付時間

※インボイスとは、登録番号のほか、一定の事項が記載された請求書や納品書その他これらに類するものをいいます。

フリー
ダイヤル


